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• 若狭町の人口は年々減少し、平成32年には15,000人を下回る推計です。
•若狭町は、近畿・中京圏と比較的近く地理的にも恵まれ、雇用場所や子育て支援が充実して
いるなど、生活の利便性が良い町です。しかし、その魅力が伝わっていないのが現状です。

•進学などにより若狭町を離れる若者が増加しています。
•若狭町に帰ってきてもらうためには若狭町を好きになり、将来もこの町で住みたいという
心を養う必要があります。

•若者のＵターンを促すには、幼少期からの「帰住への意識付け」も必要です。
•定住は、雇用、住まいづくりなど複合的な取り組みが必要です。
•町内には224軒、6箇所の賃貸型町営住宅があります。
•あじさい団地、サン・コーポラス瓜生は合わせて139室の賃貸型アパートで、指定管理者に
よる管理運営を行っています。

•井崎（17軒）、上瀬（46軒）の町営住宅は、入居期間10年間と規定していることから、入居し
てから10年後には新たな住まいを探す必要があります。

•大鳥羽、天徳寺の町営住宅は、老朽化が進んでいます。
•結婚後、賃貸型アパートなどで暮らすケースが増えています。
•賃貸アパートで生活している人は、子どもの学校の友人関係などにより、同じ校区内に宅
地を求める傾向にあります。

•若者世代の住宅取得は、所得などの関係で容易ではありません。
•古い木造住宅の中には、現行の耐震基準に満たしていない建物があります。
•町内には、約250軒もの空き家があります。
•空き家は、防災・防犯において地域の課題となっています。
•空き家に関する有効な情報がないため、利用希望者が希望する物件を探す手段がない状況
にあります。

•空き家の中には、危険家屋も存在し、所有者の所有放棄などが深刻化しています。
•若狭町の30代の未婚率は約23％（平成17年国勢調査）で、人口の減少に影響しています。
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1 進めよう  みんなで定住
～定住支援・住宅環境の充実～

現 状 認 識
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◆定住を促進する体制を整え、定住に対する住民意識を高めるとともに、郷土愛の育成や「住
みやすさ」のＰＲを促進し、ＵＩターンの増加に努めます。

◆次世代の経済状況、ニーズに即した分譲宅地の開発を進めるとともに、空き家の利活用を
促進し、次世代の住宅環境を整えます。

◆若者の結婚を促進し、人口維持に努めるとともに、地域の活性化を図ります。

基 本 方 針

①定住促進の体制づくり
②定住意識の高揚
③住みやすさのPR促進

①空き家の有効活用
②分譲宅地の整備
③町営住宅の適正運営
④安全な住宅の推進

①定住生活の支援
②結婚の促進

定住の気運を高める

住宅環境を整える

達　成　目　標 実　施　施　策

住民生活を支える

施 策 体 系
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　児童・生徒の保護者や家族、地域住民に対して、定住に関する研修会や講演会などを開催し、「子
どもたちを将来、定住・帰住させる意識」の高揚を図ります。

　若狭町の地理的条件や雇用、子育て支援など、生活の利便性についてのＰＲ活動を強化し、
Ｕターン者や近隣地域からのＩターン者の増加に努めます。

②定住意識の高揚

③住みやすさのＰＲ促進

　空き家の有効活用を図るため、売却・貸借を希望する空き家についての情報を発信する「空き
家情報バンク制度」を創設します。
　また、行政と宅地建物取引業者との連携により、売買や貸借の仲介、支援を行うとともに、
福祉施設への活用など地域と連携し、空き家の安心した利活用を推進します。
　さらに、空き家利用者に改修支援を行い、空き家の有効活用を促進します。
　倒壊の恐れのある危険家屋、空き家などについて、所有者、管理者に指導し、改善に努めます。

①空き家の有効活用

　Ｕターン、Ｉターンなど次世代の定住を促進するため、行政、ハローワーク、事業所、学校
などで構成する「若狭町次世代定住促進協議会（仮称）」を設置し、雇用情報、住居情報の提供や
Ｕターン就職のＰＲなど、行政と事業所、地域が一体となり、総合的に次世代定住を促進します。

①定住促進の体制づくり

達成目標／定住の気運を高める

具体的取り組み 1. 次世代定住促進協議会の設置

具体的取り組み 1. 保護者、家族への研修会などの開催

具体的取り組み 1. 生活利便性のPR

　既存の分譲宅地の早期完売に努めるとともに、次世代の定住促進と町営住宅の退去者問題の
解消を図るため、分譲宅地の整備を検討します。新たな分譲宅地は、町有地の活用を図るとと
もに、次世代の生活ニーズに対応し、民間活力の導入による整備を検討します。
　また、土地利用計画や周辺環境との調整を図りながら、民間事業者による宅地開発が円滑に
進むよう支援します。

②分譲宅地の整備

達成目標／住宅環境を整える

具体的取り組み 1. 既存分譲地の早期売却　2. 町有地の活用　3. 民間活力を導入した宅地開発　4. 民間の宅地開発支援

具体的取り組み 1. 空き家情報の発信　2. 売買・賃借の仲介、支援　3. 福祉施設などへの活用　4. 改築等への支援　5. 危険家屋の指導
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　大地震に備え、現在の住宅が安全な構造であるかを確認する住宅耐震診断を推進し、補強工
事を支援するとともに、大雪に耐えられる住宅の整備や住宅のリフォームを推進し、安全な住
まいづくりと住宅寿命の延命を図ります。

④安全な住宅の推進

　町営賃貸住宅について、施設管理の徹底や計画的な修繕を行うとともに、安定した家賃徴収、
入居者への入居指導を行うなど、自治会とのコミュニケーションを図りながら適正な運営に努
めます。

③町営住宅の適正運営

具体的取り組み 1. 計画的な修繕の実施　2. 家賃徴収の徹底　3. 入居指導の充実

具体的取り組み 1. 住宅耐震診断の推進　2. 耐震補強工事の支援　3. 大雪に強い住宅整備の推進
4. 住宅リフォームの推進

宅地建物取引業者
国土交通大臣または都道府県知事の免許をうけ、宅地建物取引業を行なう者。宅地建物取引業者には、宅地・建
物の交換ならびに売買について、当事者となること、当事者の代理となること、当事者の媒介をすることが認められて
いる。

用語
説明

　若者の結婚を促進し、地域の活性化を図るため、若者同士の出会いの機会の創出や交流を支
援するとともに、親や地域住民の「結婚を勧める」意識の高揚を図り、コーディネート活動を促
進します。
　また、気軽に相談できる体制を整え結婚活動を支援するとともに、若者を対象としたセミナー
やサロンを開催し、若者の結婚意識の高揚を図ります。

②結婚の促進

・「若狭町は住みやすい」とみんなにＰＲしましょう。
・「結婚を勧める」意識を持ちましょう。

み ん な 役の 割

具体的取り組み 1. 出会いの場づくり 2. 若者交流の支援　3. コーディネート意識の高揚
4. 相談体制の充実 5. 若者対象のセミナー、サロンの開催

具体的取り組み 1. 日常生活の支援　2. 住宅購入、改築の支援　3. 上下水道の加入支援

　定住者に対し、日常生活や住宅の購入、改築、上下水道の加入支援など若狭町での定住生活
を経済的に支援します。

①定住生活の支援

達成目標／住民生活を支える
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Ⅱ－2

2 実現しよう  安全安心なまち
～防災・防犯・交通安全・消費生活の充実～ 

• 災害などから住民の生命、身体および財産を守ることを目的として若狭町地域防災計画、
若狭町国民保護計画が平成19年に作成されています。

•若狭町の消防体制は、三方地域が敦賀美方消防組合に、上中地域が若狭消防組合にと、2
つの消防組合に加入しています。

•若狭町には、三方消防団、上中消防団および各集落で組織する自衛消防団を中心とした防
災体制が構築されています。各消防団員は、20代から40代が大半で、平日日中はそれぞれ
の仕事に従事しており、災害発生時などの対応が難しい状況です。また、若者の減少により、
消防団員の確保が困難な状況にあります。

•コミュニティ意識の低下などにより、地域内の居住者の状況が分からないため、危機発生
時の安全な避難や対応がとれない恐れがあります。

•県内各市町をはじめ、吹田市、高島市などと災害時応援協定を締結しています。
•近年、テロリズム（テロ）や感染症など、これまでに想定し得ない不測の危機が発生してい
ます。

•不測の危機が発生した場合、正確な情報収集と的確な情報提供により、住民の不安を解消
することが必要です。

•過去5年の建物火災の件数は13件です。
•救急出動は、年間600件を超え、急病に対する出動が最も多いです。
•上中分署は昭和49年に建設され、老朽化が進んでいます。
•近年、全国で凶悪な事件が多く発生しており、本町では凶悪事件はないものの、車上ねら
いや自転車盗などの街頭犯罪が発生しています。

•不審者による声かけなども発生しています。
•防犯組織として、若狭町防犯隊が組織されているほか、三方・上中両地域で民間による防
犯団体が組織され、パトロールなど防犯活動を実施しています。

•交通事故は、年間300件を超えていますが年々減少傾向にあります。
•交通事故の、約22％が高齢者による事故です。
•社会構造の多様化、インターネットの普及などにより、振り込め詐欺や悪質商法、多重債
務など消費者を取り巻く環境は変化しています。

•嶺南地域には、15基の原子力発電所（もんじゅ、ふげん含む）が存在します。若狭町は、美
浜発電所、大飯発電所からは20km圏内にあります。

現 状 認 識

テロリズム（テロ）
暴力を行使して政敵を恫喝し、あるいは粛清することによって、自らの政治的主張を通す行為。または、そのような暴
力的手段を容認する思想。

用語
説明
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◆危機発生時に迅速かつ円滑に対応できるよう、平時においても活動可能な地域を主体とす
る危機管理組織を整え、地域住民の生命や身体、財産を守り、被害の拡大防止を図ります。

◆若狭町防犯隊、防犯団体の活動を強化し、防犯力の向上と住民の防犯意識の高揚を図りま
す。また、学校や高齢者組織と連携し、交通安全教室の機会拡充・内容の充実に努めます。

◆安全で良好な消費生活の推進、消費者意識の普及・向上を図るとともに、住民への迅速な
被害情報提供や相談体制を充実し、被害防止、被害者の生活回復に努めます。

基 本 方 針

①地域危機管理体制の確立
②要援護者の安全確保

①地域防災訓練の実施
②マンパワー･物資の確保
③総合的な危機管理能力の向上
④危機管理意識の高揚
⑤原子力防災の充実
⑥消防施設の充実
⑦感染症対策の充実

①犯罪のないまちづくり
②防犯意識の高揚
③防犯力の強化と防犯設備の充実

①交通安全活動の強化
②高齢者・子どもの交通安全の推進
③交通安全施設の充実

①消費者意識の高揚
②情報提供と相談体制の充実

地域の危機管理体制を強化する

危機管理能力を高める

防犯力の強化

達　成　目　標 実　施　施　策

交通安全の推進

消費生活の安全確保

施 策 体 系
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　地域の居住者および居住者の状況、特に高齢者や障がい者などの災害時要援護者の状況を定
期的に把握し、災害発生時に優先して避難誘導に努めるとともに、除雪や復旧支援など救援活
動に取り組みます。

②要援護者の安全確保

　集落や地区においては、子どもから高齢者まで全ての住民が安心して暮らせるよう地震や洪
水、大雪などの災害発生時の対応や防犯見守りなど防災・防犯活動を主とする地域危機管理組織
の構築を推進します。
　地域危機管理組織は、住民による自発的な組織とし、普段、在宅が多い女性やシニア層も力
が発揮できる組織形態とすることで、危機発生時には円滑な活動を図ります。

①地域危機管理体制の確立

達成目標／地域の危機管理体制を強化する

具体的取り組み 1. 地域での危機管理の体制づくり　2. 女性やシニア層が活躍できる体制づくり

具体的取り組み 1. 地域における訓練の実施　2. 地域住民の初期消火訓練実施

　地域において、避難、情報伝達などの訓練や、避難所の避難設備を充実するなど、日ごろか
ら危機に備えます。
　地域住民の消火訓練を実施するなど何時でも誰でも初期消火ができる体制を整えます。

①地域防災訓練の実施

達成目標／危機管理能力を高める

具体的取り組み 1. 災害時要援護者の状況把握　2. 優先した避難誘導、救援
3. 除雪や復旧支援など救援活動の実施

防災訓練
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　行政において、関係機関との連携のもと召集、連絡、発信の訓練を実施し、危機管理意識お
よび能力の向上に努めます。
　また、災害ボランティアの受け入れや、救援物資の受け入れについて、被災者のニーズを把
握し、効果的な派遣を行うなど円滑な受け入れに努めます。
　さらに、県内の各市町をはじめ、吹田市、高島市と締結している災害時応援協定に基づき、
危機発生時の対応を強化するほか、救援体制を整え、避難生活、復旧作業を支援・充実します。
　救急時に効果的な応急処置により急病・負傷者などの悪化を防止するため、救命講習会を開催
し、多くの住民が応急処置知識を有することで、急病・負傷者の生命の保護に努めます。
　また、公共施設やイベント時に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を配備し、利用者・参加者の安全
を確保します。

②マンパワー・物資の確保

　危機発生時には、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）や音声告知端末などを活用し迅速な情
報発信に努めるとともに、被害状況を迅速かつ正確に把握し、住民に冷静かつ円滑な行動を呼
びかけます。
　また、関係機関連携のもと早期の復旧に努めるとともに、被災者の経済的支援の充実に努め
ます。

　地震や津波、新型インフルエンザや鳥インフルエンザなどのウイルスによる危機、大規模テ
ロや有事などについて、それぞれのケースにおけるマニュアルを整備し、住民生活の安全、被
害防止に努めます。
　また、不測の事態に備え、社会動向や発生状況などを見据え、危機の内容や対応方法などに
ついて啓発を行い、日ごろの危機管理の意識付けを図っていきます。

③総合的な危機管理能力の向上

④危機管理意識の高揚

具体的取り組み 1.J アラートの活用　2. 被害状況の把握　3. 関係機関連携の早期復旧　4. 被災者の経済支援

具体的取り組み 1. マニュアルの作成　2. 啓発活動実施　3. 行政の危機管理対応訓練の実施

具体的取り組み 1. 防災訓練の実施 2. ボランティア受入体制充実 3. 関係機関との救援体制整備
4. 救命講習会の開催 5.AEDの配備 6. 避難物資の備蓄

自動体外式除細動器（AED）
心臓の致死的な不整脈を感知して電流を流し、心臓を正常に戻すことができる器械。

用語
説明

　原子力発電所での事故などに備えて、国および福井県と連携して原子力防災の確立を図るな
ど、原子力災害発生時において、住民の安全確保に努めます。
　また、電力事業者との原子力安全協定の見直しを図るなど、原子力災害発生時おいて、迅速
かつ適正な対応に努めます。
　住民に対して、原子力に対する正しい知識、理解の普及に努めるとともに、事故発生時に円
滑な行動ができるよう、正確な情報発信、安全な避難に努めます。

⑤原子力防災の充実

具体的取り組み 1. 原子力防災の確立 2. 原子力安全協定の見直し
3. 原子力に対する正しい知識、理解の普及 4事故発生時の正確な情報発信、避難
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　警察など関係機関との連携により、防犯に関する広報活動を実施し、住民の防犯意識の普及・
高揚を図ります。

　若狭町防犯隊の活動を強化するとともに、防犯団体など自主防犯組織を支援し、防犯力の強
化に努めます。
　また、集落内の防犯灯など防犯設備を計画的に整備し、充実を図ります。

②防犯意識の高揚

③防犯力の強化と防犯設備の充実

　劣化が進んだ消防ホースなどの更新や住宅の立地状況に応じた消火栓、防火水槽の整備を進
めます。
　また、老朽化している若狭消防署上中分署を若狭町上中地域防災拠点施設として建設し、消
防力の向上を図ります。

　一般感染症に対して、正しい知識の普及、衛生教育、ワクチン接種、情報共有などにより疾
病の蔓延予防に努めます。
　ＳＡＲＳ、新型インフルエンザのような新たな感染性疾患に対して、情報収集や必要物品を
備蓄し発生に備えます。

⑥消防施設の充実

⑦感染症対策の充実

具体的取り組み 1. 正しい知識の普及・啓発　2. 行動計画の見直し　3. 備蓄品の確保

具体的取り組み 1. 防犯パトロールの実施　2. 児童見守りの実施　3. 犯罪情報の迅速な提供

具体的取り組み 1. 消防設備の整備・更新　2. 若狭町上中地域防災拠点施設の建設

具体的取り組み 1. 防犯に関する啓発活動実施

具体的取り組み 1. 防犯団体への支援　2. 防犯設備の計画的整備

　防犯パトロールや児童登下校時の見守りの実施など、警察・防犯隊・防犯団体・学校・地域など
の連携と防犯活動を強化するとともに、不審者情報、犯罪情報について円滑かつ迅速な情報提
供を行い、犯罪のないまちづくりを推進します。

①犯罪のないまちづくり

達成目標／防犯力の強化

SARS（重症急性呼吸器症候群）
SARSコロナウイルスによる新しい感染症。感染症予防法の2類感染症の一。主に飛沫感染し、高熱を発し、せきや
息切れなどの呼吸器症状が出る。潜伏期間は2～7日。2002年11月中国で発生した例が最初とされる。

用語
説明
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　学校や老人クラブと連携し、交通安全教室の機会を拡充します。
　また、高齢者の交通安全の適正判断を実施し、高齢者の交通事故の防止に努めます。

②高齢者・子どもの交通安全の推進

具体的取り組み 1. 県警、交通安全団体との連携　2. 運転者安全講習会の開催　3. 飲酒撲滅運動の実施

具体的取り組み 1. 交通安全教室の開催　2. 高齢者の運転適性判断実施

　福井県警察や各種交通安全団体と連携を強化し、運転者安全講習会の開催や飲食店の協力に
よる飲酒運転撲滅運動などの啓発活動を実施し、交通事故の防止に努めます。

①交通安全活動の強化

達成目標／交通安全の推進

　カーブミラーやガードレールなどの交通安全施設の充実を図るとともに、信号機設置や道路
標記の充実など公安委員会と連携し、交通危険箇所の改善を図ります。

③交通安全施設の充実

具体的取り組み 1. 交通安全施設の整備　2. 信号機、道路標記の充実

　住民に金銭トラブルや悪質商法などの事例や発生状況を周知し、被害の防止に努めます。
　また、消費生活センターと連携し、相談体制の強化を図り、被害者の生活回復に努めます。

②情報提供と相談体制の充実

・防災意識を持ちましょう。
・防災訓練や各種講習会等に積極的に参加しましょう。
・防犯、交通安全、消費生活について意識をもった行動をとりましょう。
・各種講習会、教室に積極的に参加しましょう。

み ん な 役の 割

　製造標記やクーリングオフ制度など消費生活に関する講習会などを開催し、消費者意識の普
及・向上に努め、消費者の自立を促進します。

①消費者意識の高揚

達成目標／消費生活の安全確保

具体的取り組み 1. 消費生活講習会の開催

具体的取り組み 1. 発生情報の提供　2. 相談体制の充実

クーリングオフ
割賦販売や訪問販売で、購入の申し込み・契約をした消費者に、一定期間内ならば違約金を支払うことなく契約の
解除、申し込みの撤回を認める制度。

用語
説明
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• ごみの処理体制は旧町の体制を引き継ぎ、三方地域は美浜・三方環境衛生組合（エコクル美
方）で処理を行い、上中地域は可燃物が小浜市の処理施設、不燃物がクリーンセンターか
みなかで処理を行っています。

•発生するごみの量は、可燃ごみが2,520トン、不燃ごみが427トン、資源ごみが1,448トンで
大きな変動はありません。

•ごみ処理に要する費用は年間約4.5億円で、多大となっています。
•ごみの資源化率は33％で、全国平均や県平均より高くなっています。
•可燃物処理施設は、経年劣化が進むとともに耐用年が近づいています。
•し尿処理は減少していますが、処理施設の耐用年が近づいています。

Ⅱ－3

3 目指そう  きれいなまち
～生活環境・環境衛生の充実～

現 状 認 識

エコクル美方
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◆ごみの適正処理や不法投棄の防止、公害の防止など環境衛生の充実に努め、生活環境の向
上を図ります。

基 本 方 針

①ごみの減量化
②資源リサイクルの推進
③ごみの適正処理
④不法投棄の防止

①生活環境の向上
②生活衛生の充実
③公害の防止
④動物飼育マナーの向上

廃棄物処理対策の充実

生活環境の向上

達　成　目　標 実　施　施　策

施 策 体 系
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　資源ごみの分別を徹底し、リサイクル率の向上に努めるとともに、生ごみの堆肥化について、
住民啓発を促進しながら段階的に取り組み、循環型社会の構築、環境負荷の低減を図ります。

　地域が主体となりごみ集積場の管理を徹底するとともに、地域内の一斉清掃を実施するなど
美化活動を推進し、住民意識の高揚を図り、美しいまちづくりに努めます。

　不法投棄が予想される地点に警告板を設置するなど啓発活動を強化します。
　また、地域住民と連携した監視を強化するなど不法投棄の防止に努めます。

②資源リサイクルの推進

③ごみの適正処理

④不法投棄の防止

　レジ袋をもらわない、使い捨てのものはなるべく購入しない、不用になったものをリサイク
ルするなど、３Ｒ運動を積極的に啓発して、運動を実践する生活習慣を促進し、ごみの減量化
に努めます。

①ごみの減量化

達成目標／廃棄物処理対策の充実

具体的取り組み 1.3R運動の啓発

具体的取り組み 1. 分別の徹底　2. 生ごみ堆肥化の住民啓発

具体的取り組み 1. ごみ集積場の地域管理徹底　2. 美化活動の推進

具体的取り組み 1. 警告板の設置　2. 監視の強化

実 施 施 策

３R運動
ごみを減らす「リデュースReduce」、限られた資源を繰り返し使う「リユースReuse」、資源を再利用する「リサイクル
Recycle」の３つの意味です。有限な資源を守り育てることを目的とした運動

用語
説明

一斉清掃活動
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　工場などに対して公害防止の啓発および指導を強化するとともに、大気監視システムによる
環境監視を継続し、大気汚染など公害の防止に努めます。

　老朽化するし尿処理施設に対応するため、関係自治体と連携し、新たな処理体制構築に向け
て取り組みます。

　近年増加するペットの飼育について、畜犬登録、狂犬病予防を促進するとともに、正しいペッ
トの飼い方、マナーについて啓発活動を促進します。

③公害の防止

②生活衛生の充実

④動物飼育マナーの向上

・ごみの減量化意識をもつとともに、３Ｒ運動に取り組みましょう。
・不法投棄を見かけたら通報しましょう。

み ん な 役の 割

具体的取り組み 1. し尿処理施設の整備検討

具体的取り組み 1. 工場への啓発、指導　2. 工場汚染、大気汚染の監視

具体的取り組み 1. 畜犬登録・狂犬病予防の促進　2. ペット飼育マナーの啓発

具体的取り組み 1. 適正な運営

　若狭町斎場について適正な運営に努めます。

①生活環境の向上

達成目標／生活環境の向上
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• 若狭町の主要道路は、嶺南地域を縦断する国道27号、小浜市と海岸線で結ぶ国道162号、滋
賀県とを結ぶ国道303号ならびに国道27号と並行に走る広域農道「梅街道」、常神半島の西
側を走る県道常神・三方線が整備されています。

•町内の幹線道路はほぼ整備を終え、今後は舞鶴若狭自動車道や既存の主要施設への接続道
の整備が必要となっています。

•道路・橋梁の経年劣化が進み、今後は計画的な修繕や長寿命化対策を行い、経費の節減に
努めるとともに、車両や歩行者の安全を確保することが必要となっています。

•若狭町の主要河川は、小浜湾に注ぐ近畿一美しい水の1級河川「北川」と三方湖へ流れる「
川」があります。

•全国的に集中豪雨による浸水や洪水被害が多発しています。
•県営河内川ダムは、検証作業が実施され、当初計画より大幅に遅れています。

Ⅱ－4

4 つくろう  快適な生活基盤
～道路・治山治水・河川・水資源対策の充実～

現 状 認 識

主要道路図

広域農道「梅街道」

舞鶴若狭自動車道
（平成26年開通予定）

国道162号

国道27号

国道303号

県道常神・三方線

至
敦
賀

至
小
浜

至高島
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①快適で安全安心な道路環境
②生活道路の整備（町道、農道）
③国県道路の整備
④橋梁の長寿命化の推進

①治山事業の推進
②災害に強い河川の整備
③美しい河川の保全
④水資源対策の充実

①公園・緑地整備

安全安心な道路の整備

治山･治水の推進

緑と憩いの空間の形成

達　成　目　標 実　施　施　策

◆地域の活性化や集落内の利便性の向上が図られる道路整備を進めるとともに、車両と歩行
者が快適で安全に利用できるよう老朽化した道路・橋梁の維持補修ならびに歩道の整備を
進めます。

◆国、県に対し、トンネル化の推進を含めた道路整備、治山治水の促進およびダム建設、ト
ンネル放水路の建設などを継続的に強く要望していきます。

基 本 方 針

施 策 体 系
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　国道27号や国道162号、国道303号の整備、県道常神・三方線、県道海士坂鳥浜線および大鳥羽・
杉山間のトンネル整備の促進・推進など、国道・県道の整備、修繕などについて、国、県に対し
て引き続き強く要望し、道路網の充実に努めます。

　老朽化や耐震性など既設橋梁の点検を行い、計画的な修繕、架け替えを行います。

③国県道路の整備

④橋梁の長寿命化の推進

　道路の陥没や段差など危険箇所の早期発見と補修に努めるとともに、車両のすれ違い、歩行
者の安全確保が困難な道路について、道路拡幅および歩道の整備を進めます。
　また、積雪時、住民の日常生活に支障を及ぼさない除雪を行うため、地域と行政の協働によ
る効率的な除雪体制を検討するなど、除雪対策の強化に努めます。

①快適で安全安心な道路環境

達成目標／安全安心な道路の整備

具体的取り組み 1. 緊急度に応じた道路整備　2. 地域活性化のための幹線整備

具体的取り組み 1. 国・県への要望強化

具体的取り組み 1. 既設橋梁の点検、修繕・架け替え計画

実 施 施 策

　地域の要望・計画を基に、緊急度・利便性などを考慮し、生活道路の整備および修繕を進めます。
　また、主要道路との接続など地域の活性化につながる幹線町道の整備も進めます。

②生活道路の整備（町道、農道）

具体的取り組み 1. 危険箇所の早期発見・補修 2. 道路改良の実施　3. 歩道の整備　4. 除雪体制の検討

具体的取り組み 1. 危険区域のパトロール　2. がけ崩れの対策整備

　土砂災害危険区域のパトロールを強化するとともに、山間部でのがけ崩れの対策整備を福井
県と連携して推進します。

①治山事業の推進

達成目標／治山・治水の推進
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　生活用水をはじめ、工業用水、農業用水などの水源を安定的に確保するため、県営河内川ダ
ムの整備を推進するため、国、県に対して強く働きかけます。

④水資源対策の充実

・道路、河川、山の危険箇所があったらすぐに連絡しましょう。
・河川愛護の心がけを持ち、美化活動などを実践しましょう。

み ん な 役の 割

　福井県と連携して砂防ダムや流路工の整備ならびに河川改修を推進します。
　また、河川のしゅんせつや適切な水門管理などにより水害の予防と被害の軽減を図ります。
　三方五湖におけるトンネル放水路の整備（海山～世久見）、鳥羽川の河川改修について、福井
県に対し事業の推進を引き続き要望します。

②災害に強い河川の整備

　地域住民と協力して清掃や草刈など河川美化を推進し、河川愛護の気運を高めます。
　また、三方五湖の湖岸整備など自然環境に配慮した河川整備や親しみのある水辺空間の創出
に努め、心やすらぐ美しい河川づくりを推進します。

③美しい河川の保全

具体的取り組み 1. 河内川ダムの整備促進

具体的取り組み 1. 清掃・除草活動の実施　2. 自然環境に配慮した河川整備　3. 水辺空間の創出

具体的取り組み 1. 地域の公園整備　2. 遊具等の安全管理徹底　3. 緑地帯・街路樹の整備

　住みやすい居住空間を創出するため、集落内の公園を充実するとともに、遊具などの管理主
体を明確にし、安全管理を徹底します。
　また、地域住民の協力を得ながら道路などに緑地帯や街路樹を設けるなど緑豊かな空間整備
に努めます。

①公園・緑地整備

達成目標／緑と憩いの空間の形成

具体的取り組み 1. 砂防ダム・流路工の整備 2. 浚渫の実施　　3. 適正な水門管理
4. 三方五湖放水路の整備促進 5. 鳥羽川河川改修の促進

砂防ダム 流路工 しゅんせつ
山地・渓流から下流の河川への
土砂・岩石の急激な流下を防止
するために設けるダム。

山間部の土砂堆積地域で、河川流路に、
護岸工 、水制工、床固め工などを組み合わ
せ、河道を安定させるために行う工法。

海底・河床などの土砂を、水
深を深くするために掘削する
こと。

用語
説明
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①安心・安定な給水確保
②持続可能な事業経営

①下水道施設の長寿命化

①工業用水道の安定給水

上水道の充実

下水道の充実

工業用水道の充実

達　成　目　標 実　施　施　策

• 若狭町の水道施設は、14の簡易水道区域と、上中地域を中心に高島市天増川を主な水源と
する上水道区域で配水されています。上水道区域と簡易水道区域により水道料金は異なっ
ています。

•三方地域の簡易水道は、施設の老朽化が進むともに、施設が分散していることから維持管
理費が割高になっています。また、夏場など一部で給水量不足が懸念される地域もありま
す。上中地域においても、施設の老朽化が進み、特に熊川浄水場の老朽化が著しくなって
います。

•下水道は、公共下水道4施設、農業集落排水9施設、漁業集落排水4施設が整っており、普
及率は99.4％です。今後は、経年劣化による維持費の増大が懸念されています。

•工業用水道は、若狭中核工業団地の6社に配水しています。

◆維持管理経費の削減を図るため、町内の水道施設の統合化と料金統一に向けた改定を計画的
に進めます。また、浄水施設の整備や老朽化した配水管の布設替えを進め、安定した水道供
給に努めます。

◆下水道については、住民の適正な利用を啓発し、維持管理経費の抑制を図ります。

◆工業用水道については、自然災害の事故に対応できる施設を保持し、安定した供給に努めます。

Ⅱ－5

5 たもとう  安定した生活基盤
～上下水道・工業用水道の充実～

基 本 方 針

現 状 認 識

施 策 体 系

簡易水道事業 上水道
給水人口101人以上5000人以下に給水する
計画の水道事業。主として農山漁村を対象と
する水道のこと

飲用に適する水を供給する施設の総称で，水源地から浄水場
に導かれた水を，配水池から各需要者に送る配・給水設備全般
をいう。

用語
説明

第
４
章

若狭町まちづくりプラン

Ⅱ
安
心
に
暮
ら
す　
5 

た
も
と
う  

安
定
し
た
生
活
基
盤



　安全でおいしい水を供給するとともに、地下水や河内川ダムなどの水源確保に努め、安定供
給を図ります。また、自然災害にも対応した配水管更新と熊川浄水場やポンプ、配水地など水
道施設の整備を計画的に進め、効率的・経済的な施設、設備の充実に努めます。

①安心・安定な給水確保

達成目標／上水道の充実

実 施 施 策

　水源の共有化による効率的な施設運営を目指すとともに、維持管理費の抑制を図るため、簡
易水道事業の上水道への統合を計画的に進めます。
　また、施設の維持管理と今後の更新に必要な費用を考慮し、公正妥当な水道料金に改定して
安定経営に努めます。

②持続可能な事業経営

具体的取り組み 1. 水質管理の徹底　2. 地下水の確保　3. 河内川ダムの整備促進　4. 配水管の計画的な更新
5. 自然災害に対応した施設整備

具体的取り組み 1. 上水道・簡易水道の統合　2. 水道料金の改定

具体的取り組み 1. 適正使用の啓発　2. 設備の計画的な更新

　下水道の適正な使用とクリーン桝の管理などを啓発し、汚泥の削減や設備故障の防止を図り
維持管理費の抑制に努めるとともに、設備の計画的な更新を行い、施設の長寿命化を図ります。

　工場の増設など工業用水道事業の増加を視野に入れ、地下水源の確保や河内川ダム建設を促
進し、余裕のある給水能力を確保します。
　また、自然災害の事故に対応できる施設を保持し、安定した給水に努めます。

①下水道施設の長寿命化

①工業用水道の安定給水

達成目標／下水道の充実

達成目標／工業用水道の充実

具体的取り組み 1. 地下水源の保全　2. 河内川ダムの整備促進　3. 自然災害に対応した施設整備

クリーン桝
敷地内の下水経路において、台所などから流れる野菜くず、油などを除去するために台所排水付近に設けられ
た桝。

用語
説明

・水道の無駄使いをしないよう気をつけましょう。
・下水道に異物を流さないよう気をつけ、クリーン桝などの清掃などを定期的に行いましょう。

み ん な 役の 割
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• ＪＲ小浜線は平成15年3月に電化され、地域に欠かせない公共交通機関です。
•ＪＲ小浜線の利用者は減少傾向にあり、本数の減少化など悪循環が発生しています。
•民間運営のバス路線は、西日本ＪＲバス運行の若江線（近江今津駅ー小浜駅）があります。
•レイクヒルズ美方病院と常神を結ぶ町営バス常神三方線を運行しています。
•町内には、公共交通がない空白地があります。
•北陸新幹線は、敦賀までのルートが公表され、整備に向け認可申請中ですが、敦賀以西に
ついてはルートが公表されていません。

•近江今津駅と上中駅を結ぶ「琵琶湖若狭湾快速鉄道」については、要望活動を推進していま
すが、建設費が多額であることや建設財源、滋賀県の協力体制などの課題があります。

•舞鶴若狭自動車道が平成26年の全線供用開始に向けて整備が進められ、観光客の増加や経
済の活性化が期待されます。

Ⅱ－6

6 きずこう  交通ネットワーク
～交通基盤の充実～

現 状 認 識

舞鶴若狭自動車道（整備中）
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◆ＪＲ小浜線の利便性向上と利用促進を図るとともに、京阪神との交流促進が期待できる北
陸新幹線若狭ルート、琵琶湖若狭湾快速鉄道の整備を推進します。

◆町内のバス運行について、交通手段、運行ルートなどの改善を図り、利用者ニーズと採算
性に対応した交通体系を確立します。

基 本 方 針

①快適便利な地域交通体系の構築
②公共交通の利用促進

①琵琶湖若狭湾快速鉄道の整備促進
②広域交通網の整備促進
③舞鶴若狭自動車道の整備促進

地域交通の充実

広域交通の充実

達　成　目　標 実　施　施　策

施 策 体 系
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　ＪＲ西日本に対して、小浜線の運行本数、時間、接続の改善を要請し、利便性の向上を図る
とともに、利用者への補助や啓発活動を強化し、より一層の利用促進に努めます。

②公共交通の利用促進

　公共交通の空白地域について、運行時間、運行ルートなど利用者のニーズを把握して、地域
や住民協力による運行など、総合的に検討するとともに、運行車輌の整備を進め、快適便利な
地域交通体系を構築します。

①快適便利な地域交通体系の構築

達成目標／地域交通の充実

実 施 施 策

具体的取り組み 1. 交通弱者のニーズ調査の実施　2. 地域交通について総合的に検討　3. 運行車輌の整備

具体的取り組み 1. 本数・運行時間・接続の改善要請　2. 利用補助の実施　3. 利用促進の啓発活動

具体的取り組み 1. 嶺南自治体等との協調　2. 整備基金積み立て　3. 関西圏へのPR促進

　琵琶湖若狭湾快速鉄道整備について、嶺南自治体、福井県、滋賀県、住民団体、ＪＲ西日本
のさらなる協調のもと、要望活動を強化します。
　また、整備に向けた基金を造成するとともに、関西圏にも整備促進をＰＲし、気運を高めます。

①琵琶湖若狭湾快速鉄道の整備促進

達成目標／広域交通の充実

琵琶湖若狭湾快速鉄道概略図
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・ＪＲ小浜線を利用しましょう。
・地域で交通弱者の送迎について検討しましょう。

み ん な 役の 割

　舞鶴若狭自動車道の早期完成にむけて地元協力を進めるとともに、国、県、中日本高速道路
と連携して、アクセス道路の整備やスマートＩＣの整備などを推進し、地域の活性化を図ります。

③舞鶴若狭自動車道の整備促進

　北陸新幹線若狭ルート整備など広域的な鉄道網、道路網の整備について、地域住民・事業所の
ニーズに対応し、福井県、嶺南各自治体と連携して要望活動を継続します。
　また、国道303号や国道367号などの整備について、滋賀県の各自治体と連携した要望活動を
継続します。

②広域交通網の整備促進

具体的取り組み 1. 県・嶺南各自治体と連携した要望活動　2. 滋賀県の各自治体と連携した要望活動

具体的取り組み 1. 地元との調整　2. アクセス道路の整備　3. スマート ICの整備

スマートIC（スマートインターチェンジ）
高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから乗り降りができるように設置されるインターチェ
ンジで、通行可能な車両（料金の支払い方法）を、ＥＴＣを搭載した車両に限定しているインターチェンジのこと。

用語
説明
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• コンピュータの普及、インターネット活用の多様化拡大化により、ＩＣＴが急速に発達し
ています。

•有害サイトの増加や個人情報の漏洩
えい

など、ＩＣＴにより子どもたちへの悪影響や犯罪など
も増加しています。

•平成20年度の伝送路拡充により、ブロードバンド・ゼロ地域は解消されています。
•ＣＡＴＶ網を活用し、テレビ放映を行っており、三方地域は「美方ケーブルネットワーク」
が上中地域は「ケーブルテレビ若狭小浜」が自主番組の制作・放送を行っています。

•ＣＡＴＶ網を活用し、有線放送、文字放送により行政情報を発信しています。
•ＣＡＴＶ網を活用し、町内全域で有線電話（無料通話）が使用できます。
•平成23年7月24日にアナログテレビ放送が終了します。

◆ＩＣＴの急速な発達に対応し、適正な使用・運用に関する啓発を強化し、安全で便利な情
報社会を推進します。

◆地上デジタル放送への対応などＣＡＴＶ施設の充実に努めるとともに、運営体制の効率化
を図ります。

Ⅱ－7

7 活かそう  情報ネットワーク
～情報通信基盤の充実～

基 本 方 針

現 状 認 識

①ＩＣＴの利用促進
②利用技術向上と適正利用
③情報弱者の支援

①施設・運営体制の充実
②放送内容の充実

情報社会対応の推進

情報通信施設（CATV）の充実

達　成　目　標 実　施　施　策

施 策 体 系

ブロードバンド
光通信をはじめとする、高速・大容量のデータ通信が実現するネットワークサービスのこと。

用語
説明
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　学校教育において情報教育を推進し、ＩＣＴ利用技術の向上を図ります。
　また、個人情報保護や悪用防止、有害サイトの防御など正しいＩＣＴ活用について啓発を推
進します。

　公共情報について、高齢者などＩＣＴ未利用者に対しても、平等に提供するよう努めます。

②利用技術向上と適正利用

③情報弱者の支援

　情報社会に対応するため、行政機関の電子申請など公共サービスのＩＣＴ化を図り、住民の
ＩＣＴ利用を促進します。

①ＩＣＴの利用促進

達成目標／情報社会対応の推進

実 施 施 策

具体的取り組み 1. 公共サービスの ICT化

具体的取り組み 1. 情報教育の推進　2. 正しい ICT活用の啓発

具体的取り組み 1. 情報弱者に対応した情報提供

・ＩＣＴを活用しましょう。
・悪用や有害サイトの閲覧をしない（させない）よう気をつけましょう。
・ＣＡＴＶ局の自主放送、文字情報を定期的に視聴しましょう。

み ん な 役の 割

　チャンネル数の充実を図るとともに、まちづくりや住民活動を紹介した魅力ある自主番組の
提供により、視聴者の満足度の向上を図ります。

②放送内容の充実

具体的取り組み 1. チャンネル数の充実　2. 魅力ある番組の提供

具体的取り組み 1. 地上デジタル化施設整備　2. 効率的な施設運営　3.CATV加入促進

　美方ケーブルネットワーク、ケーブルテレビ若狭小浜と連携し、地上デジタル放送への移行
に対応するため、施設整備を行います。また、施設管理など運営体制の効率化を図るとともに、
加入促進により安定した事業経営を図ります。

①施設・運営体制の充実

達成目標／情報通信施設（CATV）の充実
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